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注意事項
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本説明資料に含まれる業績予想等の将来の見通しは、本資料の公表時点で

入手可能な情報に基づいて作成されたものです。そのため、実際の業績はさま

ざまな要因により、記載された見通しと異なる場合があります。
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１．２００６年度中間期 業績・財務の状況

２．２００６年度通期 業績予想について

Altech CorporationAltech Corporation



２００６年度中間期 業績・財務の状況
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－７６．６％７．５３２．０５1株当たり中間（当期）純利益（円）

－７６．３％７４３１３当期純利益

－１７．５％４７０５７０経常利益

－２２．５％４８２６２２営業利益

５．１％１０，４４１９,９３４売上高

増減率２００６年度中間期２００５年度中間期

業績ハイライト＜2006年度中間期＞

【連結】
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単位：百万円
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単位：百万円、％
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過去５年間の業績推移＜中間期・連結＞

３

●２００４年度中間期：アテネ五輪の特需により業績拡大

●２００５年度中間期：工数・稼働率の低下、販管費（募集費）の上昇により減益

●２００６年度中間期：ソフト子会社の赤字計上、台湾現地法人の減益（前年度が特 需により

好 業績）を主因に減益
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貸借対照表＜連結＞

―－５９０評価・換算差額等合計

―－４５６１０，０８６
負債・少数株主持分・

株主資本計

―８１６少数株主持分

配当金３９４Mにより減少－３４６５，３３６株主資本

退職慰労金制度廃止による－４１０４０９固定負債

短期借入金増加（運転資金）２９７４，２３４流動負債

―－４５６１０，０８６資産合計

子会社オフィス拡張により、賃貸不動産を固定資産に振
替え

－３８４１，４００投資その他の資産

人事給与制度に伴う新システムのソフトウェア費１３１９１無形固定資産

減損損失△１９３M、「投資その他資産」から賃貸不動産
の用途変更により振替+３１４M４６３，６４０有形固定資産

前期末時点での未払金の支払いにより減少－１３１４，８５３流動資産

前期末比増減要因前期末比当中間期科 目

単位：百万円
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損益計算書＜連結＞

―－７６．３％－２３８７４当期純利益

―－７１．８％３０．９少数株主利益

―－３２．２％－９４１９９法人税等

―－５５．０％－３３６２７４
税金等調整前
当期純利益

固定資産の減損損失１９４M２６６９．０％１８８１９５特別損失

前中間期：創業者等からの寄付金４０Mあり－９９．６％－４７０．１特別利益

―－１７．５％－１００４７０経常利益

持分法投資損失が41M減７６．９％４０－１２営業外損益

―（-1.7％）（4.6％）（同率）

GP率低下、販管費増により、減益－２２．５％－１４０４８２営業利益

募集費増、貸倒引当金増等による６．９％１２２１，９０２販管費

（-1.4％）（22.8％）（同率）

ソフト子会社のQ１での赤字及び台湾子会社の
減益によりGP率低下

－０．８％－１８２，３８４売上総利益

派遣事業は２桁増収５．１％５０７１０，４４１売上高

前期比増減要因
同

増減率
前中間期
増減額

当中間期

単位：百万円
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セグメント別売上高＜連結＞

2006年度中間期2005年度中間期
売上高

５．１１０，４４１９，９３４合計

－４３．０３６０６３２その他事業

８．４１０，０８１９，３０２アウトソーシングサービス事業

前年同期比（％）売上高
売上高

Altech CorporationAltech Corporation

単位：百万円

9,302 632

10,081 360

1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 10,000 11,000

05年中間期

06年中間期

アウトソーシングサービス事業 その他事業

６



経常利益売上高経常利益売上高

－８９１３３－２３８０ディスクウエア（出資比率３６．４％）

６２７０４－８８３３４エムテーシー（出資比率３４．７％）

２００２００６６年度年度中間中間期期２００２００５５年年度中間度中間期期【持分法適用会社】

※１（株）サイエンスシステムは２００５年７月１日付けで（株）アルプスビジネスサービスと合併

４７０１０，４４１５７０９，９３４連結合計

※２アルテックランカ（スリランカ）は解散手続き中

３１４－４４アルテック北京（中国）

７１０７９０３６３アルテックシャイン（台湾）

－－７２５５サイエンスシステム※１

６５１

－３

１３

４０

５０７

経常利益

１０，０３６

８

２７８

８４３

８，２８２

売上高

２００２００５５年年度中間度中間期期

１０，５５５

１

３５８

１，１９３

８，８８１

売上高

２００２００６６年度年度中間中間期期

経常利益

５１８上記 計

－４アルテックランカ（スリランカ）※２

－９９アルネス情報システムズ

５１アルプスビジネスサービス

５６０アルプス技研

【連結子会社】

グループ別業績＜2006年度中間期＞
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単位：百万円



業績ハイライト＜2006年度中間期＞

【個別】
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単位：百万円

８

増減２００６年度中間期２００５年度中間期

＋０．８％９４．０％９３．２％稼働率

派遣売上のパラメーター

＋０．５１８１．１１８０．６稼働工数（H/月）

－３１．５％２０３２９７当期純利益

＋１８４円３，４４９円３，２６５円単価

１０．３％５６０５０７経常利益

８．７％５０８４６８営業利益

７．２％８，８８１８,２８２売上高

増減率２００６年度中間期２００５年度中間期



稼働率、稼働時間、単価の推移＜単体＞

Altech CorporationAltech Corporation

（H/月）

（円）
＜稼働率・稼働時間推移＞ ＜派遣単価推移＞（％）
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技術者数の推移＜単体＞

1,815
1,997 2,136

2,235
2,389

’02年12月 ’03年12月 ’04年12月 ’05年１2月 ’06年6月

Altech CorporationAltech Corporation
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1,833

1,949

2,077

1,252

1,475

1,810

696

860

850

254

317

486

529

453

363

259

242

273 987

1,255

1,092

0% 20% 40% 60% 80% 100%

04年中間期

05年中間期

06年中間期

自動車、部品、ナビ・オーディオ 精密（デジカメ・プリンターなど）
家電 半導体、半導体製造装置
ソフト開発 携帯電話
その他（通信、工作機械、環境機器など）

アウトソーシングサービス事業
売上高上位１００社主要メーカー別売上高＜単体＞

Altech CorporationAltech Corporation

30.3% 26.4% 12.4% 7.1% 5.3% 4.0% 14.5%

単位：百万円

23.1% 13.5% 5.0% 7.0% 3.8% 17.1%30.5%

2006年度中間期は、精密（光学機器、プリンター等）、半導体業界（デバイスメーカー）からの需要増
11

30.2% 20.6% 11.51% 4.2% 8.7% 4.3% 20.7%



京セラ

エー・アンド・デイ

アスリートＦＡ

ソニーセミコンダクタ九州

ＮＥＣソフト

富士ゼロックス

日立ソフトウェアエンジニアリング

日産自動車

アルプス電気

ソニーエナジー・デバイス

パナソニックコミュニケーションズ

トヨタ自動車

ケーヒン

日産テクノ

キヤノン

東京エレクトロンＡＴ

ソニー

アルパイン

デンソーテクノ

セイコーエプソン

得意先名

２００５年度通期

４２．０％

０．９％

０．９％

０．９％

０．９％

１．０％

１．０％

１．５％

１．５％

１．６％

１．８％

１．８％

１．８％

１．９％

１．９％

２．０％

２．２％

２．６％

４．１％

４．６％

６．３％

構成比

１．７％パナソニックコミュニケーションズ１．７％パナソニックコミュニケーションズ

１．６％トヨタ自動車１．７％日立ソフトウェアエンジニアリング

１．５％アルプス電気１．７％ケーヒン

１．４％ソニーエナジー・デバイス１．６％京セラ

１．５％三菱重工１．２％トヨタ自動車

１．３％京セラ１．１％キヤノン

１．２％日立ソフトウェアエンジニアリング１．１％富士重工業

１．２％日産テクノ１．１％日産自動車

１．１％日立国際電気１．１％オリンパス

１．１％エー・アンド・デイ１．１％富士ゼロックス

１．０％三菱電機エンジニアリング１．０％ＮＥＣソフト

４４．３％４３．３％上位２０社計

１．７％

１．８％

１．８％

２．０％

３．０％

３．１％

４．１％

５．６％

６．５％

構成比

日産自動車

ケーヒン

ソニーセミコンダクタ九州

東京エレクトロンＡＴ

ソニー

キヤノン

アルパイン

デンソーテクノ

セイコーエプソン

得意先名

２００６年度中間期

１．８％アルプス電気

１．９％ソニー

２．２％東京エレクトロンAT

２．３％ソニーエナジー・デバイス

２．４％日産テクノ

３．２％アルパイン

３．５％デンソーテクノ

３．９％アスリートＦＡ

７．７％セイコーエプソン

構成比得意先名

２００４年度通期

Altech CorporationAltech Corporation

売上高上位２０社構成比＜単体＞
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２００６年度 中間期 総括

１．技術者派遣事業は引き続き好調

・旺盛な需要と単価改善が引き続き進展

⇒高付加価値派遣業務への戦略的ローテーション推進

・採用マーケットはタイトな状況が継続

・国際化への対応 ⇒中国石油大学と新たに提携

青島科技大学２期生受入れ

２．一部子会社・関係会社の業績低迷
⇒グループ戦略の見直しへ（後述）

３．新株予約権付社債発行
⇒業界再編の兆しの中、次なる成長への布石

13Altech CorporationAltech Corporation



２００６年度 業績予想について
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６．１％２１，８００

前年

同期比
金 額

７４０
（３．４％）

１，６１０
（７．４％）

１，６５０
（７．６％）

２００6年度通期

業績予想

－７．７％

０．６％

３．８％

８０１
（３．９％）

１，６０１
（７．８％）

１，５８９
（７．７％）

２０，５３６

金 額

２００５年度通期

実績

１７．９％

１６．２％

１２．１％

５．３％

前年

同期比

経 常 利 益
（売上高比）

当期純利益
（売上高比）

営 業 利 益
（売上高比）

売 上 高

単位：百万円

２００６年度通期業績予想＜連結＞

Altech CorporationAltech Corporation
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６．５％１８，４００

前年

同期比
金 額

７００
（３．８％）

１，６００
（８．７％）

１，５５０
（８．３％）

２００６年度通期

業績予想

２．２％

１２．８％

１３．６％

６８４
（３．６％）

１，４１８
（８．２％）

１，３６４
（７．７％）

１７，２７７

金 額

２００５年度通期

実績

１０．５％

６．９％

６．１％

１．６％

前年

同期比

経 常 利 益
（売上高比）

当期純利益
（売上高比）

営 業 利 益
（売上高比）

売 上 高

単位：百万円
２００６年度通期業績予想＜単体＞

Altech CorporationAltech Corporation
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９６．０％

３，５1０円

１８０（H/月）

２００６年度通期

予想

３，３１３円

１７９．８（H/月）

９５．２％

２００５年度通期

実績

単 価

工 数

稼 働 率

派遣前提



2006年度の事業環境と施策

・ 「優勝劣敗」の時代へ

・ CSRやコンプラへの取組み体制を評価
する顧客の動き

・ 一部のグレー企業の排除の動き

・ 機動的なＭ＆Ａなど資金力、財務基盤強化

・ コンプライアンスなどへの取り組みへの評価

・ 内部統制など管理体制の強化

⇒企業としての信頼度向上へ

３．業界再編の兆し（？）

・ M＆A等による人員確保も積極的に検討

・ 中国の大学との提携強化により優秀な人材調達・ 採用環境引き続き厳しい状況

・ 採用へのリソース重点配分とリテンション対策の
強化

２．供給サイド

・ 一過性の人員調達からメーカーの人材
調達戦略にビルトインしていく傾向

・ 開発工数・開発コストの変動費化ニー
ズの増大

・ 引き続き戦略的ローテーション、新規開拓を進

め、高付加価値サービスにシフト

・ 技術者のレベルアップに注力

・ 重点顧客への早期対応（第２人事部の役割）

１．需要サイドの状況は依然堅調

対応環境

17
Altech CorporationAltech Corporation
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グループとして技術力向上、取引先拡大、連結業績向上の見込め
る人材関連ビジネスの展開

１．人材関連ビジネスに特化した量的拡大

⇒Ｍ＆Ａや新規ビジネス参入も視野に

２．既存グループ会社

⇒シナジーの見込めない企業はグループ外に

（１）グループ会社の整理・統合の経過

’０５年４月 ㈱時空 売却

’０５年７月 ㈱サイエンスシステムのＡＢＳへの統合

’０６年２月 アルテック・ランカ解散決議

（２）既存グループ会社の再構築

グループ戦略の見直し



中国石油大学との提携

中国教育部直轄である中国石油大学と提携（４月２０日）。

同大学青島キャンパス内に教育センターを設立、２００６年９月
に開講し、電気系の技術者を約９ヶ月かけて育成。

一期生：２００７年６月卒業、研修を経て９月に来日予定。

青島科技大学：機械系エンジニアの育成

昨年卒業の一期生は日本の国内メーカーに派遣（１４名）。

二期生は入社前研修（日本語、技術研修etc）を実施中、９月に
来日予定（４３名）。

国際戦略：アジアにおける高度技術者集団の確立

Altech CorporationAltech Corporation
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転換社債型新株予約権社債（７/１０払込み）

Altech CorporationAltech Corporation

１．調達の狙い ： 人材関連ビジネス展開による中長期的成長

・ 技術者のレベルアップ（質的向上）と量的拡大を図るための資金

２．上限株数 ： 1,200,000株

・ 株価により1,200,000株を超過する場合には、社債を償還、最大で1,200,000株とする

３．割当先：野村證券株式会社

・ 野村證券は転換後、株券を中長期保有の機関投資家中心に販売

４．ダイリューション ： 最大１２．４％

・ ８月１０日現在の転換価格１３２６．９円

５．効果

① 成長のための資金の確保

② 株式の流動性の向上

③ 投資家の購入ニーズへの対応

④ 財務基盤強化⇒前向き経営への備え

６．現在の転換状況 ： １５．０％
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